
電子カルテ時代、特殊な医療環境でも
安定した有線・無線LAN環境を構築。

ICTの力を、お客さまのビジネスの推進力に

Case  Study

医療情報ネットワーク構築

現場でのタイムリーな医療情報の利用で、24時間365日の医療対応力をUP。
徹底した事前調査。不具合の原因を開示する姿勢への信頼感で短期間構築。

システムと特徴

大分大学医学部附属病院は、早期から電子カルテシステムを導入するなど、医療へのICT活用に

積極的に取り組んでいる。同病院のベッド数は600床を超え、当然ながら提供する医療サービ

スは24時間365日止まることはない。そのため、病院で活用される情報基盤についても、24

時間365日にわたり安定した稼働が要求されていた。

2005年に導入された電子カルテシステムや、その他の医療情報機器を最大限に活用するため

に、同病院では無線LAN、有線LANの両方式を採用しており、適材適所でPC端末、PDAなどを

接続し、タイムリーな医療情報の参照が行える環境となっていた。

電子カルテシステムを導入したとはいえ紙カルテと電子カルテを併用しており、当初は利用さ

れる端末数は約８００台であり、システムレスポンスも良好だった。ところが年を経るにつれ

データ量も増え、5年ほど稼働してくると、システムレスポンスは低下した。また、とくに無線

LANは病院独特の強固な構造上接続できない箇所もあり、十分なレスポンスが得られない状況

も出てきた。今回の更新にあたり、端末の増加（PC1000台、PDA260台）、画像を含むデータ

量の増加を前提としたとき、これらの問題を解消し、安定した病院LANを実現するために、同病

院ではネットワークの再構築に取り組んだのだ。

大分大学医学部附属病院では、電子カルテシステムの全面導入を機に病院LANの再構築を実施した。電子カ
ルテ情報は24時間365日滞りなく提供されなくてはならない。そのための信頼性確保はもちろん、動画な
どの大規模なデータ流通にも耐えうる高レスポンスも必要だ。さらには、学生や教官が利用する学内LANと
の安全な分離を実現しつつ、無線LANの仕組みを最大限に活用したい。これらさまざまな要件を満たす高性
能なネットワークの構築を、ユニアデックスはアラクサラネットワークス、アルバネットワークスの製品を
活用し、短期間での構築に成功した。

大分大学医学部附属病院

大分大学医学附属病院は604床を有する
大分県内で唯一の特定機能病院として、
「患者本位の最良の医療」を基本理念に先
進医療の開発と提供を行っている。そし
て、大学病院という教育機関としても、倫
理観豊かな医療人を育成し地域社会の福
祉に貢献している。現在は28の診療科、
4つの中央診療施設、18の特殊診療施設
から組織され、豊富な経験を持つスタッ
フ陣（医師約400名を含め医療従事者約
1220名）の体制のもとで、最新医学の進
歩を真っ先に取り入れながら最良の医療
を追求し続けている。
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● 電子カルテシステムへの全面移行を行い、

    その情報を安定して提供できるネットワークの信頼性を確保する。

● 従来の画像に加え、動画などの大容量データの流通にも耐えうる

    高いネットワーク性能を提供する。

● 医療という機密性の高い情報が流通するので、さらに高度なセキュリティー性を確保する。




